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基礎生物学研究所 発生生物学系 形態形成部門 

江口吾朗 ( 電話 0564 ㍉ 5-7570) 

G D D 編集主幹 : 〒 060  札幌市北区北 10 条 西 8 丁目 
北海道大学理学部動物学教室 

片桐千明 ( 電話 011 イ 16 イ 111  内線 5298) 

BGD 編集幹事 : 〒 724  東広島市鏡山 1 一 3 一 1 

広島大学理学部動物学教室 

嶋田 打 ( 電話 082 仁 22 イ 111  内線 2824)   
  事 務 局 下 444  岡崎市明大寺 W 字 西郷 中 38 

基礎生物学研究所生殖研究部門 

( 幹事長 )  長浜嘉幸 ( 電話 0564 Ⅱ 5 イ 550) 

学会センター : 〒 113  東京都文京区 本 駒込 5 一 16 一 9 

学会センター C2l 

財団法人 学会事務センター 

日本発生生物学会担当 係 ( 電話 03 ㍉ 841 曲 810) 

日本発生生物学会への 火退会，住所・ 所属変更，会費納入，および 出版物 (DGD, イン 

フ オメーション・サーキュラ 一など ) の郵送については ，上記の日本学会事務センタ 一に書 

面 でお問い合わせ 下さい。 

l0 月より新事務局になっておりますので 御注意下さい。 

  



事 

第 50 回運営委員会は ， 1993 年 5 月 25 日午後 5 時より，福岡リーセントホテルにおいて 開催された。 

出席者 ( 敬称   11&) : 

江口吾朗 ( 会長 ), 成島 誠 ，安部 眞 Ⅰ天野 實 ，井出宏之， 岡田盤古，片桐千明 ( 兼 編集主幹 ), 

佐藤知行， 塩 Jl@ 光一郎 ( 兼 幹事長 ), 中江愚夫， 星 元紀， 八杉貞雄，安堵郁夫 ( 以上運営委員 ),   
1 . 会長挨拶 

2 . 報告及び 審 ; 表事項 

1 ) 庶務報告 

。 19g1W 年 4  月 30 日 現在の会員数は 991 名であ り， 1ggt@ 年 1  月 1  日 か                                     

正会員 : 8 1 5 名 (+ 2 7 名 ) 
学生会員 : 1 7 6 名 (+ 2 1 名 ) 

( 賛助会員 : 1 2 団体 ) 

。 サーキュラー 74 号を発行した。 

。 第 16 期学術団体の 登録申請を行なった ( 承認は 9 月の予定 ) 。 

3 ) 会計報告 

1992 年度決算報告及び 1993 年度暫定予算案 ( サーキュラー 74 号参照 ) が提出され， 審議の結 

果了承された。 

4 ) 会計監査報告 

野村一也 ( 九州大学理学部 ) 氏 より 1992 年度会計監査の 結果について ，会計は適正であ った 

旨 ，報告された。 

6 ) DGD 編集委員会報告 

。 1991@ 年の投稿 数 が昨年ま                                                                                                                                                 旨 提案さ 

れ ， 了承された。 

。 現在の発生生物学の 分野の拡大によって 編集作業が困難になっていることから ， 編集王者 T. 

を補佐する 副 編集主幹 (associate editor) 及び adviseryboard を設置したいとの 提案がなさ 

れ，審議の結果了承された。 この件 は ，総会で了承を 求めることにした ( 総会議事録参照 ) 。 

。 1994 年度から編集主幹を 星 元紀 氏 ( 東京工業大学 ) にお願いすることが 提案され， 了承 

された。 

7 ) 学術会議報告 

8 ) 第 26 回 (1993 年 ) 大会準備委員会報告 

。 下記の日時，場所で 開催予定であ ることが報告された。 

1994 ヰ -5 月 25 ㈱ 一 27 ㈲ 日 

仙台市民会館 

10) 第 28 回 (1995 年度 ) は，基礎生物学研究所，長浜嘉手氏にお   世話をお願いすることが 提案さ 

れ 了承された。 

Ⅱ ) 幹事長の交代について 

。 塩川幹事長の 任期切れに伴 い ，次期幹事長を 基礎生物学研究所，長浜幕老氏にお 願いする 

ことが提案され ， 了承された。 

1% 科学研究補助金，複合傾城。 基礎生物科学・ 発生生物の審査委員の 選出について 

。 審議，投票の うえ ， 第 1 段審査委員及び 第 2 段審査委員候補者をそれぞれ 選出した。 
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13) DGD 編集委員のうち 運営委員会が 委嘱する 3 名について審議し ，投票によって 下記の 3 名 
に ・決定した 

岡田 盤古， 片桐 千明， 竹市 雅俊 ( 敬称略 ) 

第 26 回総会は， 1993 年 5 月 27 日午後 1 時 30 分より，福岡リーセントホテル A 会場において 開催さ 

れた。 議長に佐々木直井底 ( 西南大学 ) を選出した後，以下の 次第で議事がすすめられた。 

1 . 山名清隆大会委員長挨拶 

2 . 江口吾朗会長挨拶 

3 . 報告， 審議事項 

1 ) 庶務報告 ( 田代康介庶務幹事 ) 

本号運営委員会報告参照 (P 2 ) 

2 ) DGD 編集委員会報告 

本号運営委員会報告参照 

3 ) 学術会議報告 ( 安堵郁夫氏 ) 

4 . 審議事項 

1 ) 1992 年度決算報告 ( 浅野美咲会計幹事・ ) 

サーキュラー 94 号参照 

2 ) 会計監査報告 (EB 沢柴五郎会計監査委員 ) 

監査の結果，会計処理は 適正であ った 旨 報告された。 

3 ) 1993 年度予算案 ( 浅野美咲会計幹事・ ) 

サーキュラー 94 号参照 

4 ) DGD 編集委員会組織変更について 

DGD 編集委員会に 編集 副 主幹 (associate editor) および advisary board を設置するこ 

と ( 運営委員会報告参照 ) が提案され， 了承された。 これに伴い会則，付則第 5 条を変更 

する。 
5 . 次期大会準備委員会から 挨拶 ( 井出宏之 氏 ( 東北大・ 理ハ 

本号運営委員会報告参照 



九州大学理学部 山 名 清 隆 

日本発生生物学会第 26 回大会を，なんとか 無事に終えることができた。 たくさんの万々のおか @f ゲ 

であ る。 会長，会員のみなさん ， とくにシンポジウムのオーガナイザー ( 仕方 功 幸先生，西田首功 

先生 ) や座長としてご 援助くださった 方々，準備委員，九州大学，福岡女子大学，西南学院大学の 

職員，院生，学生さんたちに 心から感謝します。 

大会を引き受けることになってまもなく ，会場探しと 広吉・寄付集めにと り かかった。 広告と寄 

付は ，最近の不景気を 反映してか，はじめのうち ぱ 軒並に 断 わられた。 一時は，「大会は 中止」と 

いうお詫びをインフォメーションサーキュラ 一に出すことも 考えた ぽ どであ った。 

会場探しも 鄭劫九 した。 土曜日が休みになったためか ，一日中， それも 3 日間続けて借用できる 講 

義 室 はなかった。 このような事情 は ，他の大学でも 大同小異てあ ろう。 今後，講義窒を 利用して 大 

会 をおこなうには ，大会の会期を 春休み ( 冷暖房の設備があ れば夏休みや 冬休み ) にしなければな 

らないだろう。 また， もし大会の会場をいまの 2 つから 3 つあ るいは 4 つに増やすことが 許される 

なら，土曜日と 日曜日の 2 日間ですませることができるかも 知れない。 もちろん会議室のようなと 

ころもあ たってみた。 いくつか大きな 会議室があ ったが，学会が 使用することを 認めないところや ， 

午後 5 時以降の使用を 許可しないところが 多かった。 これらの会議室はたがいに 離ればなれになっ 

ていて，大会会場として 使用することはできなかったが ，大学や文部省には 学会活動に対するいっ 

そうの理解を 望みたい。 また， ことあ るごとに「文化都市」を 標博 している福岡市にも 援助の可能 

性を打診してみた。 学会支援のための 資金など 1 円もなかったし ，学会会場として 使えそうな施設 

もまったくなかった。 このように大学のなかにも 公共の施設のなかにも 会場がないことがわかった 

ので，福岡コンベンションビューロ 一に頼んで， ひろく市内を 調べてもらった。 その結果，経費の 

点からみて，リーセントホテルが 唯一の会場候補であ ることがわかったのは ，前の大会の 前日の夕刻の 

ことであ った。 横浜市開港記俳会館に 電話をして， 開催中の運営委員会にようやく 間に合わせるこ 

とができた。 

このたび気になったことのひとつは ， 当日参加であ る。 今日のように 交通が便利になると ， 日本 

のどこからでも 数時間で会場に 到着することができる。 こうして， おもいがけな い 数の当日参加者 

が会場につめかけることになる。 昨年の大会後記に ょ れば， 参加者のほぼ   半数が当日参加者であ っ 

た 。 参加者が多いことは 盛会のための 重要な条件であ るから当日参加に 不平を言うべきではないし ， 

わたし自身が 当日参加の常習犯であ るから不平を 言う資格もないことはよくわかっている。 しかし， 

今回， 24 年ぶりに準備をしてみて ，やはり当日参加者が 多すぎるのは 困ったことだとおもった。 か 

なりの余裕を 見込んでおいたはずの 会場で， 腰拙   けられない人がでるのであ る。 それだけではない。 

当日参加者が 多くなると収入の 見通しもたたず ，支出の予定もたてられない。 これでは準備をする 

ものにかかるストレスはきわめて 大きくなる。 そのうえ，収入の 一部をなんらかの 形で直接に参加 

者へ還元することもできない。 このように考えてくると ， まえにも指摘されたことであ るが，参加 

申込を締切る 時点で参加者数ができるだけ 正確にわかることが 望ましい。 そこで，締切申込期間内 

の 申込を積極的に エ ンカレッジ し ， 反対に当日参加をいくらかディスカレッジする 方法として。 当 

日の参加費と 懇親会費を通常の 1.5 倍あ るいは 2 倍にしてはどうであ ろうか。 この方法は，意図する 

ところが同じであ るかどうかは 知らないが，すでにあ ちこちで採用されているようであ る。 

つぎに， この「大会後記」を 書く                                   こ数年間の決算報告書をみた。 そして次の 



も お いがけな い ことを発見した。 この 4 一 5 年のあ いだ参加者が 勢 いで 増え， それ 

      と   なって支出総額もウナギ 登りに増えている。 ところが支出総額を 参加者数で割って 待 ち 

れる 1 人当りの経費は ， 年によって変動しているものの ，支出総額や 参加者数のように 増加の 

一路をたどっているわけではない。           支出総額から 懇親会への補助を 差し引いてみると ， 

1 人当りの経費はだいたい 5000 円のレベルに 落ち着く。 つまり，懇親会のことを 考えなければ 大会 

の経費はだいたい 参加費で賄えるのてあ る。 この発見は，わたしにとってまことに 意外であ った。 

もっと早くこのことを 知っていたら ，参加費の値上げはしなかったであ ろう。 ほんとうに残俳であ 

り， 申し訳ない。 それに，広告や 寄付がまったく 集まらなかったときにも ， あ んなに心配すること 

はなかった。 他方，懇親会の 補助は，少ない 年で 7 一 8 万円， 多い年では 50 万円近い。 このお金 は ， 

( 大会経費を賄っているのが 参加費だとする 立場にたって 言うと ) 学会。 大学，会社などからの 援 

助，寄付，広告料などから 支払われていることになる。 そして， この懇親会への 補助を支出した 後 

に残る 30 一 50 万円の「残金」は ， DGD 基金として学会に 寄付されている ( 学会は大会に 2R 万円を 

補助しているから ，実質的なプラスは 5 一 25 万になる ) 。 ともかく，こうして 大会経費の大部分は 

参加費で賄うことができるという 大発見をしたので   ，ここに書いておきたい。 そして，今後大会を 

引き受ける方々が 気軽にお引受けになることを ，そして，広告や 寄付を集めることよりも ，大会そ 

のものをおおいに 楽しく有意義なものにすることに 全力をあ げてくださるよう 期待したい。 

ここに述べたことは ，準備委員会とはいっさい 関係な い ことを申し添えておきます。 

最後に，準備委員会の 方々のお名前を 記し感謝の意を 表したい。 

景 浦 安，小泉 修 ，古賀克己，小早川 義尚 ，佐々木直井，西嶋克司，野村一也，美濃部純子， 

毛利孝之，山本宮代子， 弓削昌弘 ( アイウエ オ順 ) 。 



本 

l. 収入の部 

大会参加費 2,413,000  円 

              一般 (6.000 円 X  288 名 ) 1,728,000  円 

学生 (5.000 円 X  137 名 ) 685,000  円 

げ目 会員のシンポジュウム 招待者，会場運営の 学生会員を除く ) 

学会本部からの 補助金 250,000  円 

広告代金・賛助金 1,300,000  円 

講演要旨 集 印刷費補助 750,000  円 

講演要旨 集 売り上げ   8,000  円 

  
2.  支出の部 

講演要旨 集 関係 

内 訳 印刷代金 

宅配便送料・ 

座長依頼はがき・ 郵便 

名札印刷費 

講師申し込み 別紙   はがき原稿印刷代金 

会場使用料・ 3 日間 

会場運営経費 ( マイク                                                           

人件費 

、 ン ンポジュウム 経費 ( 謝金 ) 

ガ - 当 経費 

休憩室菓子・コーヒ 一等経費 

懇親会補助 

文具・通信。 準備委員会経費 

4,721,000  円 

981,600  円 

937,300  円 

39,150  円 

5,150  円 

22,660  円 

47,380  円 

857,442  円 

351,348  円 

807,900  円 

30,000  円 

37,900  円 

37,112  円 

478,388  円 

357,952  円 

支出合計 

ム 笘 

l. 収入の部 

懇親会参加費 (5,00O 円 X251 名 ) 

広告代。 寄付金からの 補助 

4,009,682  円 

711,318  円 

1,255,000  円 

478,388  円 
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                秀 出 ( 立教大学一般教育部生物学研究室 ) 

私にとって今回の 福岡での学会は 3 月末に ア ノ           ら 帰国してからの 最初の全国大会で             

そのために，帰国したときにはすでに 学会参加申し 込みが ダ 切になっており ，計らずも気楽にお 客 

さんとして参加させていただきました。 そんな様子をどうも 察知されたよ う で，大会についての @ 

想文を書く羽目になりました。 

この 1 月にカリフォルニア 州 @ アシ ロマ でウニ研究者の 会議があ りましたので ， その会議と今回の 

大会を比較してロ 米の生物学会の 様子を考えてみようど 思います。 ウ 二会議はウニ 胚の発生を扱 う 

会議ですから ，種々の生物の 発生現象を扱 う 福岡での学会とはかなり 趣を異にしますが ，発生現象 

を扱 うと 言 う 意味では大差はないでしょう。 両方の学会とも 発生現象の基本にあ る遺伝子制御に 注 

目が集まっている 点で は 共通します。 この点については ， この棚に他の 方も同様の感想を 書かれる 

でしょうからここでは 省きます。 また，両方の 学会とも大学院生や 若手の研究者が 多く参加してる 

ことも共通しています。 しかし今回の 福岡での学会の 私に取っての 驚きは医学関係の 方々が非常 

に多く参加されていたことでした。 したがって， 当然と云うべきかはわかりませんが 哺乳類を使っ 

た研究が非常に 多く見受けられました。 この様な状態は 大いに歓迎すべきことです。 無脊椎動物や 

両生類等の脊椎動物を 使った研究に 見られた現象が 哺乳類にも同様に 起きていることが 確認できて， 

従来の発生学会を 知っている皆さんは 大いに気を良くされたのではないかと 思います。 アメリカの 

ウ 二会議でも医学関係の 研究者が大勢参加しています。 癌研究所からも 沢山の研究者がきています。 

しかし， これらの研究者は 哺乳類だけでなくウニ 胚も重要な研究材料として 取り入れています。 む 

しろ昨今の分子生物学的に 形態形成現象を 解明するにはむしろウニ 胚の方が扱い 易いということで ， 

E.Davidson の名著を引用せずともそれは よ く理解されている よ うです。 したがって ， ウニ 胚 研究者 

の絶対数も急激に 増えています。 彼らはウ ニ胚 のような扱い 易い材料で得られた 結果を哺乳動物 胚 

のように構造的にも ，生理学的にも 複雑な材料を 研究する重要な 依りどころとしている よ うです。 

したがって。 同じような遺伝子発現制御を 題材にしていても 彼らの扱い方は 当然の過程として 展開 

しているように 見えます。 一方，我が発生学会に 見られる遺伝子関連の 研究にはまだ 肩肘を張って 

いるようなところが 見受けられるようです。 しかし後 10 年ほどもするとこのようなことは 無くな 

り・遺伝子を 扱うために発生現象を 用いるのではなく ， 発生現象を理解するための 遺伝子研究とい 

ぅ 風潮になって 来るのでしょう。 これは私が十数年前にアメリカにいたころの 成長因子の研究 熱 が 

今日日本へ伝わった 様子と非常によく 似ているように 思えます。 ともあ れ，すでに多くの 方が不在リリ・ 旨 

摘 になっているよ う に， 日本の発生学 は 分子生物学の 時代に突入したことは 間違いあ りません。 次 

の課題は ， 先に述べた意味で ， い つ分子生物学の 時代を突き抜けるかでしょう。 最後になりますが 

意義深い大会を 準備して、 、 ただ                                                                                                                             



第 26 回総会の決議に 基づき以下の 様に会則を変更する。 

    付則第 5 条の全文を以下のように 変更する。 

付則第 5 条 欧文誌の編集は ，                                   1 . 編集主幹は，運営委員会が 委嘱す る 
日女 貝ムが 選び。 さらに，発生生物学の 動向を考慮に 入れて㏄ 2 . 編集委員は， 3 名を運が未ロム 

ネ ，内外を編集主幹が 指名する。 このうち， 3 名内外を編集 副 主幹 (associate editor) 

に編集主幹が 指名する。 

3 . 以上のほか，専門領域等を 考慮して，若干 名の advisary board を編集主幹が 指名する。 

2 . 付記に以下の 項を迫 刑 する。 8 : 1991W 年 5 月 27 日， 第 26 回総会に於て 付則第 5 条を変更す る 
の 交代について 

運営委員会報告にあ りますように ， これまで nGn 編集主幹として 御苦労いただいた 片桐千明先 

生 ( 北天・ 理 ) にかわって 1994 年度 (V0l 36) から見 元紀先生 ( 東工大 ) にゆ・ 当 していただくこ 
とに決定致しました。 投稿論文の送付先など 御注意お願いします。 

運営委員会報告にあ りましたよ う に，幹事の交代に 伴い事務局も 変更になりました。 本号まで は ， 

従 釆の事務局で 発行を担当しましたが ，手違いがあ り発行が非常に 遅れましたことをお 詫び い たし 

ます。 本号の表紙には 旧事務局名を ，表紙裏 には新事務局を 記載いたしました。 今後のお問い 合わせ 

などは新事務局にお 願い致します。 



    
て 

平成 5 年 5 月 日本学術会議広報委員会 

日和、 だ術公雄 は ．去る 4 円 2l 円から 23 口まで第 1l6 回総会を開催しました。 今回の日本学術会 機 だよりでは，同総会の 調車 
内容及び同総公で 採択された「・ 芋 御分附における 国際貢献についての 恭 小的提言」等についてお 知らせ い たします。   

術 会議第 @ 聡圃 総会報告 総会 3 日目は。 午前は各特別委貝金・ 牛後は各常置委員 
会・国際対応安 u 会がそれぞれⅢ催された。 

日本学術会談 第 1l6 回総会 ( 第は朋・第 5 回 ) が ・ 4 月 なお．近藤 会睦が ． ム用 22 日に河野 内機 官房長官と ， ま 

21 日 一 23 日の 3 口 川 にわたってⅦ拙された。 た ．同 27 日に宮澤内用総理大臣とそれぞれ 会見し， 「学術 
総会の初日の 午前は． 会 圧からの何回総会以降の 経過 報 分野における 国際貢献についての 兆本的提言」を 手渡すと 

告   に続いて． 各部， 各委 貝金等の報告が 行われた。 次いで， ともに．同提言について 報告した。 
今回総会に 捉 寒されている 2 案件について・ それぞれ提案 

説明がなされた 後 ． 何 % 応答が行われた。 
午後かもも提案案件に 対する質疑応答が 行われた 後 。 引 

き 続き各部会が 囲 催され． 午前中に提案説明された 総会 提 

案 案件の審 離 が行われた。 
総会 2 口日の午前は ， 前日拙夫された 2 案件及び緊急に 
提案された ) 案件の棒 離 。 採決が順次行われた。 

まず， 「 田際川応委 Ⅱ会の改組について ( 申 合せ ) 」が 抹 
拙 された。 これは．     キ 術の旧 際 化の急速な進展に 伴 い，国 
際 学術団体及び 田 『                                               打 裳への対応の 立 要 性がます (1) 対等・互恵の 原則に基づいた 国際学術協力の 強化 
ます 皓 大してきており ， 日本字御合議としてもその 職務を (2) 国際学術協力の 横棒 的 発議等 
遂行する上で ，学術の出際化に 側 する状況の迅速かつ 的確 (3) 人材育成への 協力による国際貢献の 推進 
な把抽が 不可欠であ るという 観 " から・ より広範囲にわた (4) 我が国の学術情報の 提供・紹介の 促進 
6 回 際 学術 枯 敵の収 柴と ， それに 水 づく適切な対応ができ 

るよう，国際対応組織の 充実強化を図るために・ 必要な措 

置を講じたものであ る。 

次いで． 「学術分封における 国際貢献についての 基本的 リ 方を踏まえ， これを推進していくために・ 以下の事項 

提言」が採択された。 本件については・ 日本学術会術策 巧 を 提案する。 
期 活動計画の中の 重点目標として 掲げられており ， また・ は ) 我が国からの 情報提供機能等の 充実・強化 

一昨年秋の第 113 回総会において 内閣官房長官から ， 「 学 ① 学会の支援・ 育成 
術 研究の分野で 我が国がどのような 国際的貢献をなすべき 我が国の学会は ，高等教育研究機関や 産業界の研 
か は ついて全学問領域から 総合的に検討し 意見を出すよ 尭成果の発表の 場として重要な 役割を果たしてきた。 

ぅ 」求められ． 以末 ． 日本学術会誠における 重要案件とし また，研究者相互の 活発な国際交流等を 通じて， 情 
て 鋭意審議してきたものであ る。 報の提供に努めているところであ る。 しかしながら ， 

提言は． 1 . 学術分野における 国際貢献の意義・ 2 . 学 はとんどの学会は ，資金の不足から・ 必要な活動も 

御分野における 国際貢献の在り 方， 3 . 学術分野における 十分にできない 状況にあ る。 
国際貢献を進めるための 提案という構成内容になって お ） 学術分野における 国際貢献という 観点において ， 

日本学術会議は．今後とも ， 本 提言に基づき ，具体的な諸 非政府機関 (N GO) としての学会の 果たす役割は 
課題につ し @ て 検討していくこととしている。 極めて大きく ， それらが有する 情報提供機能を 最大 

般 後に．上記の 提言に基づき ， 日本学術会議は。 国際貢 限 に発揮できるよ う ，学会の支援・ 育成を図る必要 

敵 のための新しいシステムを 構築するための 具体的方策を があ る。 

直らに検討」． その速やかな 推進を図るという 内容の「 学 ② アジア地域における 学術研究に関する 連携の強化 

御分野における 国際貢献についての 基本的提言に 関する 附 我が国と地理的・ 歴史的・文化的な 関係の深い ア 

帯 決議」が採択された。 ジア地域の学術の 発展に資するため・ アジア地域の 

また． 「学術分野における 国際貢献についての 基本的 提 科学者や学術研究機例の 間の学術研究ネットワーク 
                に関する会長談話を 22 日付けで発表した。 を 拡充・強化することが 必要であ る。 また・将来的 
午後からは．現在． 常 % 安目 合 。 特別委員会で 審議され には， アジアの学術振興のための 国際 

ている懸案要項 は ついて． 自由討議が行われた。     方は ついて・関係各国の 科学者と協 
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嬰 があ る。 
は ) 国際学術交流のための 支援の充実 

① 学術研究機側の 賂備等 
新しい 知 舐 め ㎝ 造 と発展は ， 優れた研究者が 装い， 

切硅琢 崩するところから 生まれるものであ り，研究 
者の未加への 挑戦に対して 柚も適切な施設・ 東金・ 

支援システムなどの 研究環境を捉供することが 必要 

であ る。 したがって．全世界の 研究者が日本で 研究 
することに魅力を 感じ・充実した 研究生活が送れる 

よ う に・学術研究機関の 堅備及び適切な 運営を図る 

べきであ る。 

② 来日研究者・ 留学生への支援の 充実 
学術分野における 国際貢献の第一がとして ， 各国 

の人材育成への 協力・ とりわけ来日研究者・ 留学生 
の支援に十分な 配 志 がなされなければならない。 し 
たがって，内外における 日本語放打の 充実や，来日 
研究 七 ・研学生の住 叫 ， 日本人研究 舌 ・学生や地城 
の人々との交流を 可能とする交流施設など 生活・文 

化施設の 竪備 ・充実 なギ伯 ．に図るべきであ る。 

③ 海外派出研究者への 上扱の拡充   
血の下に行われる 必要があ る。 したがって．その 国 

の 研究者とのⅡ 常 的な 辿携 ・協力 を紺 ．持するととも 

に我がⅢからの 湖朴沢 逝 研究 七が 必要とする 各沌冊 

報 の 捉 供 せ辿絡 ・ 棚 妊などもできる 人材の当該国へ 
の 配 冊など・海外派 遇 研究舌の支援 体 川の拡充を検 
討する 必 嬰があ る。 

(3) 学術分 町 におけるⅢ @@.n@ のための新しいシステム 

の構築 
田 際 的な字 御 協力については．我かⅢにおいても ， 

既に多くの機関がその 努力を玉ねているところであ る。 
しかしなから・ 投入されているな 金 下そのための 支椴 

は ， 竹 ・ 廿 ともに．未だⅢ 際 的な要求に応える 水牛に 

まで達しているとは 言えない。 しかも．現在個別に 推 

進されている       ァ御 協力の相互の 連絡・ 調坐は， 必ずし 
も十分ではなく・ 我が国の総力を 挙げてこれを 推進し 
ているとは言えない 状態にあ る。 

また，今後ますます 坤 えていくと居、 われる 各柚 の 国 
際的な学術協力プロジェクトの 立案や協力．参加．推 
進については・ これまで以上に ，科学右の総意を 反 @ 

しつつ，総合的かつ 適切な判断を 機動的になし 得る場 

を確保しなければならない。 

さらに・我が 国力国際的な 学術協力のための 諸施策 

を 強力に推進ずるためには．科学者の 力のみならず ， 

政府・産業界の 協力，史には 国民の理解等総合的な 支 
扱が必要であ る。 

こ ti らの問題点を 改善し学術分野において 国際社 

会の期待に応える 京敵 をなし得るよ う に，国民の理解 

の下に・諸課題の 整理，必要な 公金の確保・ 
行 う 新しいシステム ( 例えば「学術協力機 出 」 ) を構 
築するなど，今後江別に 検討を進める 必要があ る。 

終わりに 
日本学術会議は・ 人類共適の姿 産 としての学術の 発展 
こそが人類の 繁栄と世界の 平和の礎となるとの 見地から。 

本 提言を取りまとめたものであ る。 
なお・ 日本学術会議は．今後とも ， 本 提言に基づき ， 
内外の科学者を 始め・広く関係各方面の 意見を聴きな ；       
ら ・具体的な諸 課姻は ついて引き続き 検討していくこと 

を付言したい。 

成 5  年 (l993 年 ) 度 際会議 

日本学術会議では・ 我が国において 開催される学術関係 

国際会 諌 のうち毎年おおむね 6 件について． 学 ・協会と共 

同主℡している。 
本年もまた． 6 件の国際会議を 共同主 廿 することとして 

おり・ その概要 は ・ 次のとおりであ る。 

愈 第 7 回太平洋学術中Ⅲ会談 (6 月 27 日 一 7 円 3 日 )   
題 に関する研究を 発展させるため．討論を 行い．                     
究 描 報を交換することを 目的として宜野湾市 (i り 。 縄 コンベ 

ンションセンダー ，                                                                                                     
いて 制 ℡される。 

参加予定人数 500 人 ( 口外 300 人．国内 200 人 ) 参加予定田 

数 29 か田 。 

褒 第 6 回Ⅲ 際 八束帯大八物理学協会科学会諦及び 第 4 回国 
際八丈 叫 ， ド 協会科学会 様今 Ⅱ口際会議 ( 7 円 H1 日一 23 日 ) 
八段半・大沢物理学 及ぴ 陸水・本文科学に 関する研究を 

発展させるため ， 討諭 を行 い ． 廿 新の研究 枯 報を交換する 

ことをⅡ的として 嵌浜巾 ( 横浜田 際 平和会 諦場 ) において 

囲 拙される。 
参加予定人数 1,500 人 @ Ⅲ 外 700 人．国内 800 人 ). 参加予定 
日数 f68 か Ⅲ。 

翅 第 15 回国 @flf@ ，功科学会 佛 (8 月 23 日 一 9 月 3 日 ) 
杣   物付       ァに 旧する研究を 発展させるため ，討論を行 い ， 
妓 新の研究 枯 嵌を交換することを 日的として横浜市 ( 撰浜 
国際ザ和金 肺場 ) においてⅢ℡される。 

参加予定人数 4,000 人ⅡⅡ 外 1.500 人，田内 2,500 人 ). 参加 
予定Ⅲ 数 8l か Ⅲ。 

妙 第 24 回 回際屯波 科学迎合総会 ( 8 月 23 日 一 9 円 3 日 ) 
屯波 科学に関する 研究を発展させるため ，討論を行い． 

最新の研究 枯 報を交換することを 目的として 京 郡山 ( 国立 

京 耶 国際会 靭 において別冊される。 
参加予定人数 1,200 人 ( 国外 800 人，国内 400 人 ). 参加子宝 
国数 49 か国 。 

令 アジア社会科学研究 協謙会 連盟邦 10 回 総会 

( g ri 5 日 一 11 日 ) 

アジア・太平洋地域における 社会科学の教育，研究，訓 
練及び普及を 促進するため ，討論を行 い ．最新の研究㎡ 報 

を 交換することを 日的としてⅢ 崎市 @ かながわサイエンス 

パーク ) において開催される。 

参加予定人数 120 人 ( 田覚 60 人．口内 f60 人 ). 参加予定Ⅲ 数 
17 か田 。 

寧第れ 回国際純粋・ 応用 物坪学 迎合総会 (9j@20 口 一 25 口 ) 
物理学を・発展させるため。 討論を行 い ・ 妓 新の研究 描 報 

を交換することを 目的として奈良市 ( 奈良県新公会堂 ) に 

おいて 旧 催される。 

参加予定人数 300 人 ( Ⅲ 外 l50 人．田内 150 人 ). 参加予定田   
てお寄せくたさい。 

千 106 束 ホぉば 地区六本木 7-   22-34 
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( 寄附行為第 4 条 第 1 号 。 研究助成事業 ) 

  
ブレインサイエンス 研究分野において ，独創的で国際的評価に 値する研究を 助成する。 研究分野 

は，脳神経に 関する実験研究のみならず 理論・モデリンバ 研究をも含む。 候補者は，単独であ って 

も， また共同研究であ ってもよいが ，なるべく若い 研究者の推薦を 希望する。 

助成額は 1 件 100 万円，助成件数は 8 件とする。 

3 . 推 薦 者 

㈲ 関係各学会代表責任者または 所属機関の長とする。 

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

4 . 権 藤件数 
1 推薦者から 1 件に限る。 

5 . 権 藤 方 j 

所定の用紙に 必要事項を記入し ， 当 財団に提出する。 ( 複写用紙を用いてもよい ) 

選考委員会において 選考 し理 ， 事   会において決定する。 

平成 6 年 3 月末日までに 推薦者あ て，採否を通知する。 

助成決定者に 対しては，平成 6 年 5 月末までに研究助成金を 送呈する。 

助成金は，推薦書記載の 通り使用することを 原則とする。 なお，経理報告書を 平成 7 年 4 月中に 

提出すること。 

｜ l の報告 

研究の成果については ，平成 7 年 4 月中に成果報告を 当財団に提出するものとする。 また，財団 

主催の研究会において 発表を御願 い する。 助成金に よ る研究を専門誌に 発表する場合には ， " 財団法 

人ブレインサ ィェ ンヌ、 振興財団 ( 英文の場合は ， Brain Scieen]ce Foul]dation) の 助成に ょ が旨を書 

き 添えること。 

推薦菩提出先および 連絡先 

財団法人ブレインサイェンス 振興財団 

〒 104 東京都中央区八重洲 2 丁目 6 番 20 号 

電 話 (03) 3273 一 2565 ( 直通 ) 

  



l . 趨 
ぬ 

生命科学の分野において 優れた独創的研究を 行っている 45 歳以下の研究者 ( 国内外を問わない。 ) 

に対して塚原伸晃記念賞を 贈呈する。 

2 . 褒 賞 金 

贈呈件数は原則として 1 件とし賞牌ならびに 副賞 (200 万円 ) を贈呈する。 
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5 . 推薦 方 ; 

所定の用紙に 必要事項を記入し ， 当 財団に提出する。 ( 複写用紙を用いてもよい。 ) 

6 . 推薦締切 

平成 5 年 11 同 30 日 ㈹とする。 
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平成 6 年 3 月末日までに 推薦者および 受賞者あ て通知する。 
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推薦 書 提出先および 連絡先 

財団法人ブレインサイェンヌ、 振興財団 

予 104 東京都中央区八重洲 2 丁目 6 番 20 号 

電 話 (03) 3273 一 2565 ( 直通 ) 
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我が国におけるブレインサイェン ス の研究の促進を 図るため，国際学会，シンポジウム 等への参 

加，あ るいは短期間 (6 ； 月 以内 ) の共同研究のための 研究者の海外派遣を 助成する。 

ただし平成 6 年 4 月から平成 7 年 3 月の間に出発出来るものに 限る。 

(1) 予算として 150 万円を計上している。 

(2) 1 件あ たりの助成額は ，往復の航空運賃を 主とし 40 万円を限度として 若干件を助成する。 

3 . 推 薦 者 

(1) 関係学会代表責任者または 所属機関の長とする。 

(2) 当 財団の理事および 評議員とする。 

1 推薦者から 1 件に限る。 

5 . 権 藤 方 j 

所定の用紙に 必要事項を記入し 当財団に提出する。 ( 複写用紙を用いても 良い。 ) 

平成 6 年 1 同 11 日㈹とする。 

愛人先の承諾書 ( 学会，シンポジウム 等参加の場合は ，参加証明書または 招待状の写を ，短期の共 

同研究の場合は ， 受 八機関または 共同研究者の 手紙の写 ) を添付すること。 

8 . 選考の方 j 

選考委員会において 選考 し 理事会において 決定する。 

9 . 採否の通知 

平成 6 年 3 月末日までに 推薦者あ て採否を通知する。 

助成決定者に 対しては，平成 6 年 4 月以降に出発時期に 応じて送呈する。 

助成金は，推薦書記載のとおり 使用することを 原則とする。 

ぱ ．成果の報 自 

帰国後 2 ヵ月以内に派遣の 成果について ，報告書を当財団に 提出すること。 

推薦菩提出先および 連絡先 

財団法人ブレインサイェンス 振興財団 

竿 104 東京都中央区八重洲 2 丁目 6 番 20 号 

電 話 (03) 3273 一 2565 ( 直通 ) 
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者 

( 寄附行為第 4 条第 3 号。 国際交流事業 ) 

  
ブレインサイエンス 研究分野において ，独創的テーマに 意欲的に取り 組んでいる覚国人研究者の 

短期間 (3 ヵ月以内 ) の招牌 ( 旅費または滞在費 ) を助成する。 

成金は，外国人研究者を 招牌する 受入 責任者に交付する。 

平成 6 年 4 月 1 日から平成 7 年 3 月 31 日の間に外国の 研究者を招牌するもの。 

(1) 予算として 100 万円を計上している。 

(2@  1 件あ たりの助成額は ，往復の航空運賃または 滞在費とし 40 万円までを限度として 必要領 

を助成する。 

4 . 推 薦 者 

(1) 関係学会代表責任者または 愛人責任者の 所属機関の長とする。 

㈲ 当 財団の理事および 評議員とする。 

5 . 推薦件数 
1 推薦者から 1 件に限る。 

6 . 推薦 方 j 
所定の用紙に 必要事項を記入し ， 当 財団に提出する。 ( 複写用紙を用いても 良い。 ) 

7 . 掩爾 締切 

平成 6 モー -l 月 Hl 日㈹とする。 

選考委員会において 選考 し 理事会において 決定する。 

9 . 採否の通知 

平成 6 年 3 月末日までに 推薦者あ て採否を通知する。 

                            平成 6 年 4 月から必要に 応じて 受人 責任者に送呈する。 

                                                                    推薦書記載のとおり 使用することを 原則とする。 

㍑．成果の報告 

                                      招牌後 2 ヵ月以内に受 人 責任者より報告書を 当財団に提出すること。 

推薦菩提出先および 連絡先 

財団法人ブレインサイェンス 振興財団 

干 104 東京都中央区八重洲 2 丁目 6 番 20 号 

電 話 (03) 3273 一 2565 ( 直通 ) 
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団
 

年 援 補 推薦 

援 及び 

    本財団は，自然科学の 基礎的研究に 対して研究費の 援助を致します。 実用指向研究は 

援助の対象としません。 

2. 援助額は t 件 当たり 300 一 700 万円，総額 5,000 万円，援助総件数は 10 件程度ですが ， 学 

会からの推薦及び 奉 財団関係者からの 個人推薦の中から 選考致します。 

3 . 援助金を給与に 充てることは 出来ませんが ，他の便途は 自由です。 

4. 援助金の使用期間は ，贈呈した年度及びその 次の年度の計 2 年間とします。 

接劫金 の 贈 

者 : 奉財団が依頼した 学 (@ ぬ， ) 会の代表者 選考結果の通知後適時銀行振込にて 贈呈致します。 

ロ ・推薦件数 : 1 推薦者ごとに 2f とド 以内 推薦 書 送付先及び連絡先 

      推薦手続 : 推薦者は，以下の 書類を整え ， ご送 財団法人 山田科学振興財団   (Yamada@ Science@ Foundation) 

1 . 所定の推薦善用紙又はその 写しに必要事・ 項を 干 544 大阪市生野区 巽西 1 丁目 8 番 1 号 

記入したもの 4 音 ト 電話 大阪 (06) 757 局 3311 ( 代表 ) 

2 . 添付書類 ( 研学 (94) 一 ㌢ 8 ぺージ参照 ) 究 の成果及び会計の 報告 

記載上の注 霧 援助金の受領者には ，後日当財団の 連絡に基づき ， 

                            ときには，同型同大の 別紙で追・ 加   研究経過，研究成果，会計について 報告書の提出 

て 下さい。 及び研究交歓会での 発表をして 頂 ぎます。 

ロ 。 代表研究者は ，所属のあ る場合，当該所属の 長 イ寸 言 己 

から 本 援助の申込をすることについての 承諾を イ ・援助金の使途を 変更する場合には ，予め本財団 

得て下さい。 の 承諾を得て下さい。 

ロ ・研究成果を 文書によって 発表さ                                     
                                                                                      Yamada 
Science  Fou@]dation) の援助による 旨を記載し ， 

報 文の類にあ ってはその別刷 1 部， また著書の 

選考委員会において 選考の上，理事会が 決定し 類 にあ ってはその 1 部をご寄贈 願 います。 

ます。       ご 提出頂きました 推薦書及び添付書類は ，お返 

選考 細 果の通知   
1994 年 7 月末造 に 推薦者及び代表研究者等宛て 

文書にて通知します。 

研 究 者 各 位 へ 

推薦者の項に 対応する 学 ( 協 ， ) 会は次 記 のとおりです。 学 ( 協 ， ) 会により締切期日及び 募集方法等が 異なり 

ますから，代表研究者は 応募の際， 各学 ( 協 ， ) 会にお問合わせ 願います。 

日本天文学会 日 本 化学会 日本生理学会 日本生物物理学会 

日本物理学会 高分子学会 日本遺伝学会 日本発生生物学会 

応用物理学会 日本農芸化学会 日本分子生物学会 日本植物生理学会 

日本金属学会 日 本 薬学会   日本植物学会 
地 震 学 ム 日本生化学会   日本免疫学会 
地球電磁気・ 地球惑星国学会 

15 



候補 

「女性科学者に 明るい未来をの 会」 (1980 年創立 ) は，自然科学の 分野で，顕著な 研究業績を収 

めた女性科学者に ，毎年， 賞 ( 猿橋 賞 ) を贈呈してまかりました。 

1990 年度からは，さらに ，海外のシンポジウム 等に出席し論文を 発表する若手の 女性研究 

者にた いし 研究助成することに い たしました。 

賞金と助成金は ， 1990 年 3 月に本会を母体として 新設された，公益信託「女性自然科学者研 

究支援基金Ⅱ受託者。 東洋信託銀 ィ 子株式会社 ) から支出されます。 

鱈 猿橋 

1 . 本 賞は自然科学の 分野で，顕著な 研究業績を収めた 女性科学者 ( ただし，下記の 推薦 

締切目 で 50 才未満 ) に贈呈します。 

2. 本 賞は賞状とし ，副賞として 賞金 (30 万円 ) をそえます。 

3 . 本 賞の贈呈は t 年 l 件 (1 名 ) です。 

    所定の用紙に 受賞候補者の 推薦対象となる 研究題目，推薦理由 (400 字程度 ), 略歴，主 

な業績リスト ，主な論文別刷 ]00 編程度を，不会事務所までお 送り下さい。 

5  .  締切は 1993 年 11 月 30 日 ( 必着 ) 。 

6. 第 13 回の賞贈呈式は ， 1994 年 5 月，東京において 行な う 予定です。 

なお，最近 3 年間の猿橋 賞 受賞者は次の 通りです。 

第 11 回け 991)  北海道大学薬学部教授 森 美和子博士 

「医薬品合成のための 新しい反応の 開発」 

第は回 (199 射 国立核融合科学研究所助教授 加藤 隆子博士 

「高温プラズマの 原子過程の研究」 

第 13 回 (1993)  東京大学教養学部教授 黒田 玲子博士   
Ⅰ 6 



    海外のシンポジウム 等に出席し，論文を 発表する女性研究者に 対し，研究助成を い 

たします。 

2 . 助成金は 1 件 10 万円とし，年に 数件とします。 

    所定の用紙に 推薦対象者 ( 各締切目において ，満 40 オ 未満 ) の略歴，研究業績，国 

際会議 名 ( 主催団体，開催場所，年月日 ), 発表論文題目，推薦理由等を 記入して， 

不会事務所までお 送りください。 

4  .  締切は 1993 年 11 月末日と， 1994 年 4  月末日の 2  回。 

なお， 1992 年度の研究助成金受給者は 次の通りです。 

氏 名 学位 

朴 Ⅱ、 野 ) 恵淑理博 

森 陽子薬学修士 

池田 裕子工 博 

田村 知子修士 

井上 美穂 理博 

内海紀代美修士 

木下 垂理学修士 

本間美和子医博 

明 月 属 

筑波大学地球 科 ・ 学系 外国人研究者 

北里大学看護学部助手 

京都工芸繊維大学助手 

大阪市立工業研究所研究員 

京都大学霊長類研究所講師 

東京大学大学院理学研究科在学 

日本医科大学助手 

東京医科歯科大学医学部助手 

出張先 

アメリ； 

フランス 

中 国 

中 国 

フランス 

アメリ； 

アメリ； 

アメリ； 
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ム 養 動 

く 新入会員 ) 

      ( ①テーマ、 ②材料 ) 

小林 隆志 ヘキストジャパン 医薬 千 350 ハ l 越 市南台 1-3-2  ①トランス ジ エニックマ   ウス等を用いた 発生生 

初学的研究 

谷口 泰史 東海大。 医 。 分子生命 竿 259-lH 伊勢原市聖皇 台 ①赤血球分化 
ず 4. 自生 ②ホメオボックス 遺伝子 

中野 芳朗 三菱化成生命 研 神経 発 千 194 町田市南大谷Ⅱ   
生 学部 

  
古屋 茂樹                                             ノ ア イ 351-01 和光市広沢 2-  Ⅰ 工 ①細胞表層複合糖質の 機   し ム ヒ 月 

②ツメガエル、 ラットⅡ 、 脳 

高橋 伸子 明治乳業ヘルスサイエ 干 250 小田原市成田 540 ①哺乳類の生殖細胞の 操 

ンス研究所発生生物学 
  

  

至 ②マウス 他 

干葉 昌 国立基礎生物学研究所 予 444 岡崎市明大寺町 ①神経形成 

細胞情報部門 ②ショウジョウバエ 
  
三合 匡 明治乳業ヘルスサ ィエ 雫 250 小田原市成田 540   

ンス研究所発生生物学   
②マウス 他 

稲葉 一男 東京大・ 理 。 附属臨海 千 238-02 三浦市姉崎町小網代 ①精子運動の 分子機構 

実験所 1024  ②ウニ、 シロ サケ 

猪飼 知子 旭化成工業㈱ 干 410-23 静岡県田方郡大仁 W  ①味見 体 再生過程 

三福 632-1  ②アカハライモリ 

上田 均 国立遺伝学研究所 予 4 皿三島市谷田 Hll ①昆虫の発生と 転写調節 

②ショウジョウバエ 、 ； 

イコ 

          仁 慶癖 義塾大・ 医 ・解剖 予 160 新宿区信濃町 35 ①神経系の発生と 組織構 
築 

②マウス。 ラット 

浜 千尋 国立精神神経センター 千 187 小平市Ⅱ、 川 l 東町 4-   1-1  ①中枢神経系の 発生と機 

能 構築 

②ショウジョ クバ 

    茂生 国立遺伝学研究所 予 411 三島市谷田Ⅱ 11 ①発生遺伝学 

② シ 。 ウジ， ウバエ 

本多 久夫 新技術事業団。 古里馬 甲 724-05 東広島市西条 町御薗 ①理論生物学、 数理生物 

上機構プロジェクト 宇 242-37 学 

広島テクノプラザ 内 

松崎 文雄 国立精神神経センター 予 187 小平市Ⅱ、 川 l 東町 妊 1-   1  ①神経の発生 

  遺伝子工学 ②ショウジョウバエ 
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横沢 英典 北海道大。 薬 一 060 札幌市北 E 北 12 条 西 6 丁①受精。 発生の分子機構 

目 ②ホヤ 、 ウニ、 カエル 

高木 信夫 北海道大。 地球環境 予 060 札幌市北 10 条 西 8 丁目 ①哺乳類初期発生におけ 

る遺伝子制ィ ま l@ 

②マウス 

天野 寿一 新技術事業団・ 古里高 平 300 つ 6 つくば市東光 台 ①変態の分子発生学 

出機構プロジェクト 5-   9-6JMC2F  ②かえる 

㈱平沼 勉 大阪大。 歯                       干 5f65 吹田市山田 丘 1-   8                                                             
  第一講座 。 増殖 

② ヒト 

                        弘毅 広島大。 生物生産。 水 724 東広島市 鏡 m   ①受精。 初期発生 

族生化学 ②ウニ、 ヒトデ 

㈱鈴木 厚 北海道大。 薬 ・生体機甲 060 札幌市北 E 北 12 条 西 6  ①脊椎動物の 体杣形成 

能イヒ婦 丁目 ②ツメガエル 

㈱新田 浩史 東京大・ 理 干 113 文京区本郷 7-   3-   1  ①神経発生 

②ショウジョウバエ 

㈱福井 彰雅 横浜市立大。 総合理学 予 236 横浜市金沢区瀬戸 22-2 ①両性類の誘導現象 

  ②ツメガエル。 イモリ 

㈱村田 健二上智大・ 生命科学研究 テ 102 千代田区紀尾井町 7-1  ①卵膜成分前駆体の 研究 

萌発生生物 ②魚類 

㈱木津川曲宛 名古屋大。 理 。 分子生 464-   01 名古屋市千種区不老 ① 膜 タンパク質 A 5 の 機 

物 町   
②マウス、 ES ネ m 胞 

㈱滝沢 聡 東京工業人。 生命理工 竿 227 横浜市緑区長津田町 ①卵黄 膜 構成タンパク 質 

  生命運。 分子発生学 4259  ②マボヤ 

㈱中村 寺 士 東京大。 理 ・動物学 予 m13 文京区不倒 7-3-1  ①成長因子と 形態形成 
②ツメガエル 

㈱松波 宏明 京都大。 理 。 生物物理 苧 606-01 京都市左京区北自Ⅱ l ①細胞の選択的接着と 発 

学 追分町 生 

②マウス 

㈱村田 武 英 総合研究大学院大学遺 千 411 三島市谷田 1111 ① FT7-   Fl の生体内機能 

位子専攻   
②ショウジョウバエ 

㈱安居 住 良 京都大・ 理 。 動物学 干 606-01 京都市左京区北白川 l ①脊索細胞の 分化 
追分町 ②マボヤ 

㈱吉ハ l 俊一 京都大・ 理 。 動物学 干 606-01 京都市左京区北白ハ l ①初期発生 
追分町 ②ウニ、 ヒトデ 

㈱杉村 勇 筑波大。 生物科学 干 305 つくば市天王台 1- 1 

②ショウジョウバエ 

㈱小泉 恵太 国立基礎生物学研究所 千 444 岡崎市明大寺 W 字 西郷①神経発生 

中 38  ②ショウジョウバエ 
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荒井 克俊 広島大。 生物生産学 干 724 東広島市鏡山 1-4-4  ①染色体操作と 胚 操作 
②ドジョウ類 

m 羽 悦郎 北海道大。 水産 干 041 函館市港町 3-1-1  ①発生工学 

②キンギ ョ 。 フナ 

小林 治千 千葉大。 教養   生物学 干 263 干葉市稲毛区弥生町 ①毛の発生，成長メ カニ 

1 -33  ズム 

②マウス、 ラット、 ヒト 

谷口 雅彦 愛知県コロ姉一発達障 480-03 春日井市神屋 W ①神経系におけるアポ ト 

害 研究所形態学 713- 8  一 シス 

㈱永井 健治 筑波大。 農 。 応用生物 干 305 つくば市天王台 1-1-1  ①初期発生における 誘導 

化学 筑波大学共同研究棟 A-303  現象 

②ツメガエル 

㈱広橋 教貴 東京工業人。 生命理工 竿盈 7 横浜市緑区長津田町 ①精子。 卵 相互作用 

  分子発生 4259  ②マボヤ 

㈱ 友 帝大八郎 大阪大。 細胞生体工学 竿 565 吹田市山田 丘 1-3  ① Hox 遺伝子による 形態 

センター形態形成   
②マウス 

㈱ 金 大玉 東京都立大。 理 。 生物 192 叩 3 八王子市南大沢 1-] ①消化器 管 上皮の DNA 

  発生学 合成細胞 

②ニワトリ 

㈱関戸 良平 大阪大。 細胞生体工学 予 565 吹田市山田 丘 1-3  ① 8 クリスタリン 遺伝子 

センター形態形成 の 転写制御 

②ニワトリ 

大内 赦状 徳島大。 工学。 生物工 770 徳島市南 常 三島 ST ㌻ l  ①眼の発生。 分子発生学 

学 ②ニワトリ、 ラット 

古田 泰秀 理化研。 ライフサイエ 予 305 つくば市高野台 3-1-1  ①哺乳類発生の 分子機構 

ンス筑波研究センター ②マウス 

分析腫瘍学 

村上 正弘 科学技術庁放医研。 障 竿 263 干葉市稲毛区大川 ①卵黄代謝、 細胞周期、 

害 基礎研究部 4-9-t  遺伝子発現 

②メタカ、 マウス 

米澤 敬 愛知県コロ ニ 一発達障 千 480-03 春日井市神屋 町 ①神経系の発生、 組織構 

害 研究所発生学 713-8  築 

②哺乳類 

㈱ 井 内 良 仁 広島大。 理 。 遺伝子科   予 724 東広島市鏡山 1          ①初期発生における 遺伝 

学 遺伝子党理機構学 十発現 

② ウニ 

㈱斧 正一郎 干葉大。 理 。 生物。 形 千 263 干葉市稲毛区弥生 W  ①細胞骨格形成の 制御機 

態学 講座 1-33  構 

田島 淳史 筑波大学農林学系 竿 305 つく @ 市天王台 1-I-l  ① PGC を用いた遺伝資源の 保存 

②ニワトリ 
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㈲Ⅱ l 原 裕 Z 

黒尾 誠 

名古屋博之 

安井 金札 

二宮洋一郎 

内山 孝司 

五十嵐永喜 

多田 正純 

㈱吉田 道生 

北海道大。 薬   薬品 生 

物化学講座 

東京大。 医 ・第三内科   

農林水産省養殖研究所 

鹿児島大。 歯 。 口腔 解 

剖 第一講座 

東京医科歯科大。 発生 

新技術事業団古里再生 

機構プロジェクト 

マリオン。 メ レル。 タ     

  
北海道大。 薬 。 生体機 

肯ヒイヒ学 

東京理科大。 基礎工 研 

先料生物工学 

干 060 札幌市北区北 12 条 西 

6 丁目 

予 113 文京区本郷 7-3-   1 

千 519 叩 4 三重県度会郡玉城町 

旦日 224 Ⅰ 

一 890 鹿児島市桜ケ 丘 

8 円 5- 1 

千 113 文京区湯島 1-5 ㍉ 5 

300-26 つくば市東光白 5-9-6 

日本重化学工業㈱ 2F 

573 枚方面招提出遊 3-11 

千 060 札幌市北区北 m2 条 西 

f 丁目 

干 278 野田市山崎 2641 

く 住所   所属変更 ) 

( 氏 名 ) ( 所 属 ) 

西山 一朗 駒沢女子大。 生物 

前田 美香 理化学研究所フォトダイナミクス 研究 

センター 

田中 智 東京大。 農 ・応用動物科学 

金井 東晃 都 臨床 研 ・超微形態 

横内 裕二 名古屋大。 理 。 分子生物 

浅島 誠 東京大・教養。 生物 

尾崎 宏 基 長崎大。 医 。 解剖学 

高田 邦昭 群馬人。 内分泌研究所形態学部門 

                裕一 日本天。 農 獣医。 生物 

浜崎 浩子 国立精神神経センター。 疾病研究第四 

立卜 口 

玉井 淑 貴 萬有製薬分子生物学研究所発生動物 

渡部 美穂 広島大。 理 。 生物科。 発生生物学講座 

山下 正兼 北海道大。 理 。 生物科・ 

①分裂周期におけるプロ 

テアリームの 挙動 

②マボヤ 

①発生工学。 分子生物学 

②マウス 

①成長ホルモン。 人為的 

単 特発生 

②魚類 

①頭部形成 

②ジ ャ コウ 不ズミ 

①細胞分 ィヒと DNA 複製 

②ラット。 マウス 

①四肢再生機構 

②アカハライモリ、 アホ 

ロートル 

①中軸骨格糸の 異常誘発 

成長因子及びその 受容体 

②ゼブラフィシ ュ 

②マウス 

( 住 所 ) 

竿 206 稲城市坂浜 238 

千 982 仙台市青葉区長町越路 19-1399 

予 113 文京区弥生 1-1- Ⅰ 

  
一 113 文京区 本 駒込 3-18-22 

T464-01 名古屋市千種区不老町 

辛 153 目黒区駒場 3-8-1 

苧 852 長崎市長 本 t-12-4 

371 前橋市昭和町 3-39-15 

千 252 藤沢市亀井野 1866 

千 187 Ⅱ、 平市Ⅱ、 川 l 東町 4-T-l 

干 300-33 つくば市大久保 3 

つくばテクノパーク 大棟 

干 724 東広島市鏡山 1-   3-1 

千 060 札幌市北区北 10 条 西 8 丁目 
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岡山大。 理 。 附属臨海実験所 

国立遺伝研・ 遺伝実験生物保存研究セ 

ンタ一発生工学 

岡山大。 理 。 附属臨海実験所 

山形大・ 理 。 生物 

北海道大。 薬 。 生体機能化学 

広島大。 総合科学部 

大阪大。 細胞生体工学センター 

東北大。 加齢医学研究所細胞生物学 

広島大。 総合科学。 情報行動基礎 

広島大・総合科学部 

東京大。 医科研。 実験動物研究施設 

広島大。 理 。 附属両生類研究施設 

金沢 大 。 理 。 生物 

大阪大。 細胞生体工学センター 細胞工学 

東北大。 加齢医学研究所。 細胞生物学 

水産庁養殖研究所商勢庁舎 

東北大。 加齢医学研究所細胞生物 

東京大。 分子細胞生物学研究所 

新技術事業団古塁再生機構プロジェク 

  

北海道大・ 薬 。 生体機能化学 

大阪大。 細胞生体工学センター 

広島大。 総合科学部 

明治学し 業 細胞工学センター 

東北大。 加齢医学研究所 #m 胞 生物学 

広島工業大学環境学部 

生命 誌 研究 館 館長室 

大学入試センター 研究開発部 

大阪教育大。 理科教育 

東京工業人。 生命理工。 生体分子工学 

八代工業高等専門学校生物工学 

生命 誌 研究 館 

帝京短期大学 

群馬人。 医 。 行動医学研究施設 

名古屋大。 生物分子応答研究センター 

器官形成統御 

  

  @
 
 
 
0
 

忍
 

㎎
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千 701 ㍉ 3 岡山県邑久郡牛窓町 鹿忍 

130 一 1@ 

干 990  山形市小白川 l T  1-4-   % 

干 060 札幌市北区北 12 条 西 6 丁目 

干 724 東広島市 鏡 m 1-7 

千 565 吹田市山田 丘 1-3 

千 980 仙台市青葉区皇陵 町 4-1 

千 7 と東広島市鏡山 1-7 

千 724 東広島市 鏡 m1-7 

予 108 港区白金台 4-6-   t 

予 724 東広島市鏡山 1-   3-1 

千 920-11 金沢市 月 間 町 

予 565 吹田市山田 丘 1-3 

千 980 仙台市青葉区皇陵 町 4-1 

千 516-01 三重県度会郡南勢町中津 浜浦 

422-   1 

千 980 仙台市青葉区皇陵 町 4-1 
  
一 113 文京区弥生 1- Ⅰ 

一 300-;26 つくば市東光 台 

日本重化学工業㈱ 2F 

予 060 札幌市北区北 12 条 西 6 丁目 

予 565 吹田市山田 丘 1-3 

千 7% 東広島市鏡山 1-7 

千 250 小田原市成田 540 

千 980 仙台市青葉区皇陵 町 4-1 

干 731 円 1 広島市佐伯区姉宅 2 Ⅱ   1 

千 569 高槻市柴灯 1-   1 

千 152 目黒区駒場 2-19 つ 3 

予 582 柏原市旭 ケ丘 4-698-1 

227 横浜市緑区長津田町 4259 

8f66 八代市平山新町 2627 

千 5f69 高槻市柴灯 1-1 

千 151 渋谷区本町 f6-31-   1 

予 371 前橋市昭和 wT3-39-22 

千 464 名古屋市千種区不老町 
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若松 義雄 

岩下 淳 

舟橋 淳一   
松尾 勲 

武田 裕彦 

荒木 正介 

近藤 芳人 

植田 孝之 

高橋 直樹   

日向 昌司 

  
束 雄二郎 

東海林 博樹 

ィ 中川島 一 範 

下野 明彦 

大阪大。 細胞生体工学センタ 一 形態彫 

成 

久留米大。 医 。 分子生命 

京都府立医大。 花園 学 合生物 

北海道大。 連。 生物 

理化学研究所。 ライフサイ工ンス 筑波 

研究センタ一分子腫瘍 

九州大。 理 。 生物 

生命 誌 研究 館 研究部。 社 %.- 生物 

大阪大。 細胞生体工学センタ 一 

新潟大。 遺伝子実験施設 

大阪大，細胞生体工学センター 形態形 

成 

東京工業人。 生命理工学部生体分子工 

学科 

生命 誌 研究 館 

大阪大。 細胞生体工学センター 形態形 

成 

大阪大・細胞生体工学センター 形態形 

成 

理化研。 ライフサイェンス 筑波研究セ 

ンタ一分子神経生物学 

大阪大。 細胞生体工学センター 形態形 

成 

予 565 吹田市山田 丘 1-3 

干 830 久留米市旭町 67 

千 603 京都市北区大将軍 西 鷹司 町 13-2 

千 060 札幌市北 E 北 l0 条 西 8 丁目 

予 305 つくば市高野台 3-   1-   t 

一 812 福岡市東区箱 崎 6-   10-   11 

千 569 高槻市柴灯 1-1 

千 565 吹田市山田 丘 1-   3 

千 950 新潟市旭町週番 町 757 

干 565 吹田市 m 円丘 1-3 

227 横浜市緑区長津田 4259 

千 ． 569-01 高槻市柴灯 1-1 

〒 565 吹田市 m 円 丘 1-3 

千 565 吹田市 m 円丘 1-3 

干 305 つくば市高野台 3-   1-   1 

千 Rf65 吹田市 m 田丘 1-3 

く 退 会 ) 

        眞澄，竹内 正紀，大杉 万葉，栗原 靖之，糟谷 春代， 田原                               

佐々木 Ⅰ小林 直正，土屋 利 江 ，阿部 宏之， 田坂 昌生， 中藤 博志 
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[ 賛   

組織培養はパイレック 

生物学。 生態学洋書のことならバリーン 

試薬。 機器の御用命は 名古 

発生学をはじめとする 生物科学書の 出版社・ 培 

明治乳業㈱ヘルスサ ィェ ンス研究所 

試薬及び理化学機器販売の 

科学の技術に 奉仕する 社 

次代を担うバイオテクノロジー 

千 100 

千 210 

千 460 

千 4R3 

干 102 

千 194 

250 

千 463 

管 113 

千 606 

千代田区丸の 内 3-2-3 

T  E  L  03-3214-6221 

川崎市幸区塚越 2-260 

T  E  L  044-533-0470 

名古屋市中区丸の 内 3-11-14 

T  E  L  052-971-6531 

名古屋市中村 E  各駅 4-f6-18 

( 名古屋ビル 内 ) 

T  E  L  052-583-5846 

千代田区九段南 4-3-12 

T  E  L  03-3262-5256 

文京区 向ケ丘 2-34-12 

T  E  L  03-3827-8151 

町田市南大谷 11 

T  E  L  0427-24-f6226 

小田原市成田 540 

T  E  L 

名古屋市守山図九卿 2-107 

T  E  L  052-798-6151 

文京区 本 駒込 5-9-10 

TE L 03 円 928 円 211 

京都市左京区北白ハ l 面伊織 町 25 

TE L 075 イ 21 印 491 

(50 音順 ) 
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鷲 へのご 入 し Ⅱ 

日本発生生物学会 

会長 江口吾朗 

近年，ライフサイエンス ，バイオテクノロジ 一等の言葉が 広く語られ，生物学に 大きな関心と 注 

目が 払われるようになってまいりました。 

日本発生生物学会は ，発生生物学の 進歩と普及をはかるため 設立された学会で ， 日本を主に，外 

国の発生学者を 混じえて約 900 名を結集しております。 発生学は ， 言うまでもなく 医学。 農学等の 

諸分野とも深 い 関連を有しており ，最近とみに 進展の著しい 遺伝情報発現をめぐる 諸問題，                                   

0 基礎的研究，老化の 問題等も発生生物学の 大きな関心の 的になってお     まず。 日本発生生物学会 

は，これらの 分野での活発な 研究者を会員としております。 又 ，本学会の刊行致しております 欧文 

- @ 古 @Development, Growth  and  D 田 erentiation"  (DGD  )  もこの方面の 国際的学術雑誌として 高く 

評価されております。 

貴社におかれましては ，このような 学問の重要性をすでに 御 承知のことと 存じます。 何卒，本学 

会 趣旨に 御 賛同の上，賛助会員として 本会を 御 支援 賜 。                                           申し上 : げます。 

なお，賛助会員は 年 3 回発行される「インフォメーション・サ ー ギュラー」誌上に 特記され， 不 

会の刊行する 欧 ・和文刊行物 ( 会員名簿を含む ) が配布されます。 会費は，一口三万円を 中し受け 

ております。 御入会の際は。 入会申込書を 事務局までお 送り下さい。 

連絡先 : 日本発生生物学会事務局 

予 444  岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 

基礎生物学研究所 生殖研究部門 

                                                                                                                                          取                                                                                                                                                   

賛助会員として 入会の申し込みを 致します。 

 
 

日
 

円
 

 
 年

 

 
 

 
 

住 所 

会社名 

担当者名 
電話番号 
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し ¥ 

日本発生生物学会は 理学，医学，薬学，農学をはじめ 分子生物学，細胞生物学，遺伝学など ，さ 

まざまな生物学分野で 発生生物学の 基礎研究に興味を 持つ内外の研究者によって 組織されている 学 

会であ り，国内外に 約 900 人の会員を持っております。 

英文学術雑誌 Development, Growth and Differentiation は， 日本発生生物学会の 機関誌で年 6 

回発行し国内に 約 1,000 部，国外に約 600 部配布致しております。 また会員にはインフォメーシ 

ョン。 サーキュラーを 年 3 回配布致しております。 

目下，本学会で は 広告主を募っております。 会員各位におかれましても 広告主のご紹介等。 是非 

ご 協力頂きますようお 願い致します。 

広 料 

DGD 本部 1 頁 年 6 回 150,000 円 

半 頁   78,000 円 

インフオメーション 1 頁 年 3 回 30.000 円 

サーキ ェラ一 半 頁   15.000 円 

申し込み 先 : 日本発生生物学会事務局 

千 444  岡崎市明大寺町 字 西郷 中 38 

基礎生物学研究所 生殖研究部門           取                                                                                                                               

年 月 日 

日本発生生物学会 御中 

広告の掲載をお 願いしたく下記の 通り申し込みます。 

  口 DGD 本部 1 頁 

    半 頁 

ロ サーキュラー 1 頁 

口   半 頁 

住 所 

会社名 

抑 ．肖者名 
電話番号 
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クーラー。 ヒーターはチタン 製。 淡水はもちろん 海水 

や薬品 液 にも使用できる 高性能の循環式小型加熱冷却 
装置です。 

形式 

HC061A-3 

HC101A-3 

HC131A-5 

HC201A-5 

HC301A-5 

HC401A-5 

@-=   

65 Ⅵ l 
looW' 

l3o Ⅵ w 
20o@V 

3o0Wl 

4OoV Ⅴ 

1, 一 ター   
300W 

300W 

500W 

500W 

500W 

500W 

慨略 水量   
ljo2 

lGo 且 

26o0 

3@o 且 

@7o せ 

10oo 且 

@ 面 @ 片   
@213,000 

@225,000 

@239,000 

@258,000 

@32@000 

@360,000 

実験台上でも 使用できるよ う に極めてコンパクトにま 

とめた低温恒温循環水槽です。 水温 は 低温から高温ま 

でを任意に設定することができまず。 外部循環機能を 

そなえておりますので   恒温水槽のほか ，カラムの冷却・     
形式 :CT 6 ト 300-   S 

使用温度範囲 :0 一 50 。 C ( 土 0 ． 1 で ) 

外形寸法 :W420xD330xI-L 紐 0 Ⅲ m 

梢内 寸法り 153xHl87mnl 

冷凍機 :f65W ヒーター :300W 

価格 : ￥ 250.000 

極めてコンパクトにまとめた 超小型の巨楓棚です。 

R0m@ 程度のビーカーや 小型の試験管数本の @ 温，を得る 
用途に適しています。 

形式 :CTH-l00 ㈹ 噂れ 専用型 ) ノ CTC-l00( 加熱冷却型 ) 
外形寸法 :146x176xh225nlm@146x176xh270m 

温度範囲 : 室温 +h し 60 で ノ +5 し 60 。 C 

@ 度精度 : 士 0.O i 「 し士 0 ． ピ C 
梢 材質 : ステンレス SUS304 

槽内小 @:98xlnoxh5g Ⅲ nnl 

本体価格 : ￥ 98,000 Ⅰ￥ 168,000 

空気また ぱ 窒素ガスを試験管内に 吹ぎつけ，溶媒の 蒸 

発を促進し，濃縮時間を 短縮する装置です。     
外形寸法 :350xlglxh540nlnl 

袖山寸法 : .10OXl20X ね 70lnn Ⅲ 

温度範囲 : 室温。 一 100 。 C 土 0.4dee 

吹田ノズル本紀 70 本 

ヒーター H00W 

・空気ポンフ   :20W 

電源 :100V 

価格 : ￥ 310.000 

  



究期 試薬 
  

琉
 新
ど
 

ん 
るだけで，生木 m 胞をその機能を 損 ぅ ことなく染色 

下 J 能て     ，細胞の移動や 増殖のモニタリンクに 大きな威力を 発揮します   

従来 "Cl. 等を用いて行われていた LAKMl Ⅲ抱のモニタリンクや NK 活 

性の測定が簡便に ， しかも安全に 行 う ことができます   

ウサギ赤血球を 標識した場合， PKH26 ずは in vivo でその溶出の 半減 

期が 100 日以上を示し ，長期のモニタリンバが 可能ずす   

Tumor Localization of PKH26 Labeled 

TlLS. 

マウス Jl 市 癌 組織に @ 受 潤している， PKH26 て 。 

染色した IL-2 処理リンパ球が 観察されまず。 

Photo@ Courtesy@ of 

Drs ， Per@ Basse@ &@ Ronald@ H ， Goldfarb 

Pittsburgh@ Cancer@ Institute ， Pittsburgh ， PA 
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( 税込 )A5 判。 296 頁。 並製 

テラト一 マの 生物学的な知識。 EC 車 
細胞生物学。 分子生物学的研究， EC 細腕のキメラ 動物への応用などについて。 研 
究の進展を紹介し。 その理論と実験技術を 解説してあ ります   

期 発生の基礎理論をはじめに 説明し。 ついで初期胚を 研究対象とする 主要な実験 
研究法を解説してあ ります。 生命現象研究へ 大きな手がかりとなる 本書は，医学。 
生物学。 農学。 薬学を専攻する 研究者の必携の 書です   

畿 鬨綴薯趨 堀川 
( 税込 )A5 判。 720 頁。 上製 

J H V による細胞融合法，薬物や 放射線，化学物質を 用いた細胞の 突然変異による 
研究，あ るいは遺伝子組操法を 使った研究等体細胞遺伝学研究の 最前線をまとめた 
モノバラフィー。 医学。 生物学。 農学。 薬学研究に絶好の 参考書です   

込 5-9-i0  挺 話 03(382% 兜 l Ⅱ 代 @  振替口座番号東京 l-34676  〒 li3 

ゲ ルのバック ラ ン ら れ   

  

Ⅱ 眉 nt  U 色法 ( ① 
  l 目 @ 口 m  に口下 l 目色 
  

ャ 酸化ナトリウムおよびアンモニア 水を使用 てい 

んので爆発性のあ る 銀 アミド 生成する 危 性が 

  ト 請求 は 下記まで。 

〒 l03 東京都中央区日本橋本 mT 3   2 一                           
〒 S4l 大阪市中央区瓦 灯 2 一 5 一                         
〒 8 ぽ 福岡市博多区山王 @l 一花博多堀池ビル 092(414)9361 

2g 一 
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( 顕微鏡用透明冷却 板 ) 

@ 
( 顕微鏡用透明 加温板 ) 特許中 浦 

マイクロクーラー。 プレートは、 室温から 一 25 。 C(MC- 

100) の範囲 ず霜 ( 曇り ) を防止した状態 ず 設定した温 
度に自動制御します。 電子冷却方式の 為液体窒素が 
不要 ず、 更に 60m Ⅲシヤ ー ㌣ 一 あ るいはスライドガラスが 

セットずきる 広い透明冷却面となってし 憶す 。 
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MC-l00  室温から 一 25 。 C  土 l で 128 万円 

勲 r 冷却タイフ J 「加湿タイフ J の 力 タロ ク のこ 
翰 フレート形状、 ガラス面への 穴 開け加 1 等 御相談に応じま 弗 

マイクロ ゥ オーム ウ 。 レートは、 透明なガラス 板の面全体 

が発熱体 です の ず むものない均一な 表面温度を保ち 
ます。 ( 設定温度 : 室温 一 50 で ) 精密定温下での 培 譲 
状態観察に、 又、 細胞組織の電位測定等に 活用され 
ております。 用途 @ ㍊ り 多機種取り揃えておりま 力 。 

本社営 翠靱 篆随県竃土篭 両三 % 平 「 4 四千 何 8 

丁直し． (05%D27- ㏄ 鯛 FAX.( 陳 44)27-6 ㏄ 0 
東京 出蝦所 丁目」． (0 の 3903 イ 410 

一 30 一 



  

 
 


